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ピアノによる子どもの歌伴奏の効果
̶アレンジによる伴奏法を考える̶
紙屋信義　　後藤みゆき（1）

The Effect of Accompaniment of the Children's Song by the Piano: 
Consideration of the Accompaniment with Arrangement

Nobuyoshi Kamiya and Miyuki Goto

要約
　子どもたちが楽しく歌うためには、伴奏が必要である。幼稚園・保育園の就職試験の実技でピアノ伴奏を課すところは多く、
ピアノは幼児教育の音楽活動になくてはならない存在である。保育現場で最も扱われている簡易伴奏とはどのようなものかを
述べ、簡易伴奏とそれをアレンジした伴奏を使って幼稚園での実践を行い、子どもたちがどのような反応を示すか見て、ピア
ノによる伴奏作りの効果と意義について考える。結果としてアレンジを加えた伴奏を聴いて幼児が様々なことを感じることが
できた。幼児を歌にもう一度惹きつけるためには、アレンジは有効であることもわかった。子どもたちと触れ合う中で、音楽
的感性を高めることは保育者の責任として大切であり、メロディーに対して変化のある和音設定をし、伴奏を工夫することは
重要である。一つ一つの音を丁寧に、心を込めて伴奏する努力をすることが保育者にとって大切である。
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1．はじめに
　幼稚園では、ほぼ毎日のように歌唱活動が行われ

ている。昔から親しまれている童謡から、その年の

子ども向け番組から生まれたヒット曲まで、実に

様々な歌が子どもたちによって歌われている。

　子どもたちが楽しくテンポよく歌うためには、伴

奏が必要である。伴奏楽器は、いろいろ考えられる

が、まだ歌の伴奏＝ピアノという概念が消えること

はない。そして保育者になる人もピアノが得意な人

ばかりではない。むしろ不得意だという人のほうが

多い。幼稚園・保育園の就職試験の実技でピアノ伴

奏を課すところは多く、ピアノは幼児教育の音楽活

動になくてはならない存在になっている（2）。

　大学や専門学校でしっかり単位を取り、それなり

に弾けるにも拘らず、ピアノに対する苦手意識を持

つのには、それなりの理由があるのだろう。弾ける

人でも弾き歌いに集中してしまい、子どもたちまで

気が回らないという話はよく耳にする。しかし上手

く弾けないのであれば上手く弾けないなりの伴奏、

子どもに気を配れる伴奏、さらに弾ける人であれば

子どもを飽きさせない伴奏というものがそれぞれあ

るのではないか。

　そこで本論文では、現場で最も扱われている簡易

伴奏とはどのようなものかを述べ、簡易伴奏とそれ

をアレンジした伴奏を使って幼稚園での実践を行

い、子どもたちがどのような反応を示すのかを見て

いくことにする。簡易伴奏で飽きた子どもたちはア

レンジされた伴奏をどう思うのか。子どもたちがあ

る程度歌えるようになったら、適度なアレンジは

様々な面において効果的に作用するのではないだろ

うか。ピアノによる伴奏法についてワンパターン化

しないような伴奏作りと効果について考える。

2．子どもの歌伴奏の研究意義
　子どもの歌伴奏に関する楽譜や著書は多く出版さ

れており、研究も行われてきた。ほとんどの場合、

個別の曲を解説して、それぞれの事例に応じた伴奏

の形を取り上げるものが主流である（3）。教育現場

で子どもの歌を取りあげる教員は、各々のレベルに

応じた技術的に演奏可能な教材を予め用意し、楽譜
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の通りに伴奏することが主流であると考えられる。

そうなるとピアノのテクニックがあり、素養がある

教員が難しい変化に富んで音楽的に多彩な伴奏が付

けられるのに対し、音楽に対して苦手意識を持った

教員は簡易伴奏か、他の方法で子どもの歌に取り組

むことになる。

　ある教員は盛んにピアノ伴奏を用いて積極的に子

どもの歌を取り入れるが、別の教員は殆ど子どもの

歌の伴奏をしないようになると教育の可能性は小さ

くなる。教員のレベルで教育的な環境が変わること

は決して好ましい状態だとは言えない。音楽が苦手

な教員も違和感なく子どもの歌を伴奏できるに越し

たことはない。幼児教育や保育現場の教員は音楽だ

けをやっていればいい訳ではなく、その他諸々の教

育分野に携わらなくてはならない。子どもの歌伴奏

の練習に時間を多く割くことは困難である。どうし

てもピアノの得意不得意が幼児の音楽活動に影響を

与えてしまう。

　そこでピアノにおいて効率的に子どもの歌伴奏を

行う方法がないかと考えられる。そのためには今ま

でのように 1曲 1曲を取り上げ、その事例によっ

て伴奏法を考えるのではなく、ある程度の方向性や

方法について体系的に考え習得する必要がある。ピ

アノが難なく弾ける教師にとっては、自然に身に付

けた伴奏の方法であるが、苦手な教師は、まず次に

述べるように理論的に理解し、伴奏法を整理し、日々

の練習で習得して子どもの歌伴奏法として幼児の音

楽活動に取り入れていくことが大切である。

3．子どもの歌の伴奏法
（1）伴奏形の概論

　ピアノで一般的に使用されている伴奏形を分類す

ると、次の 2つに大別される。

・両手伴奏形…右手に上 3声、左手にバスというス

タイルで代表される形である。ソロ

に対してピアノが独立して伴奏をと

る場合を指す。

・片手伴奏形…右手あるいは左手でメロディーを受

け持ち、それに対して左手あるいは

右手で伴奏をする。

　片手伴奏形をさらに 2種に分類することができ

る。1つは片手で 1拍目に根音を弾き、残りの拍は

和音で刻んで弾くような形で、この型は伴奏音域に

幅があり、響きが豊かである。もう 1つは、ドソミ

ソドソミソのような形で、この型は音域が狭いため

に響きの豊かさは乏しいが、そのかわりに和音の動

きは柔軟性がある。細かい和音の交替や、低音に動

きの多いものに適しており、また演奏も比較的容易

である。

（2）簡易伴奏の創作

　簡易伴奏は、次の 3つの伴奏の作り方を覚えるだ

けで簡単にできる。

①和音を左手で、旋律を右手で弾く。[譜例 1]

②ベース（和音の根音、ルート）を左手で、旋律を

右手で弾く。[譜例 2]

③左手でベース、右手で和音（バッキング）、旋律

は歌う。[譜例 3]

トンボの めがねは みずいろ め が ね
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　③は子どもたちが歌い慣れていないと難しいが、

①から③まで応用すると伴奏が簡単にできる。そし

て何より曲のイメージにあった伴奏のパターンを工

夫することが大切である。和音を知らないという人

も、まずはハ長調の C（ドミソ）・F（ドファラ）・G（シ

レソ）だけを覚えて、知っている童謡に当てはめて

みれば、この 3つの和音（主要三和音）だけで、あ

る程度の曲が成り立っていることがわかる。《草競

馬》などで有名な S.C.フォスターもたった 3つの

和音 C・F・Gを使って美しい曲をたくさん作った。

（3）基本的な伴奏パターン

　次に、最も弾きやすく一般的な伴奏パターンを挙

げる。

①右手で旋律を弾く（Cコードの場合）[譜例 4]

・バッキングによる伴奏

・ベースとバッキングによる伴奏

・アルペジオ（分散和音）による伴奏

②左手でベースを弾く場合（ベースでリズムを強調

した伴奏）[譜例 5]

・和音の根音を拾う

・オールターネイティング・ベース（根音と第五音

を交互に）

③弾き歌い（両手で伴奏）[譜例 6]

4．伴奏の実際　～幼稚園での実践を通して～
（1）実践目的

　実際、歌唱指導をしてみて、子どもたちは、最初

は歌を覚えようと集中しているが、歌う回数を重ね

るごとに飽きてしまい、遊びだしたり歌わなかった

りしてくる。早く歌を覚えてしまった子どもにとっ

ては、まだ歌えていない他の子どもたちのための練

習は、かなり退屈なものだと思う。

　その際、伴奏法を変えることで子どもたちの気分

も変わり、飽きることが少なくなり、集中力を持続

させることができるのではないか。つまり子どもた

ちがわくわくするようなアレンジや今まで聴いたこ

とのないようなアレンジを加えることによって、子

どもたちをもう一度歌に引き込むことができるので

はないか。

　歌を教える最初の段階では、派手なアレンジは幼

児の歌唱活動に不要なばかりか歌を覚える妨げとな

るが、前述のような状況を打開するためには、幼児

の気を惹くアレンジを取り入れるのがよいのではな

いかと考えられる。

（2）伴奏の方法

　実践には、子どもたちがよく知っている曲として

《ぞうさん》、伴奏が単調になりやすい曲として《げ

んこつやまのたぬきさん》を選び使用した。伴奏の

方法として、簡易伴奏譜とアレンジ譜を用意した。

アレンジした曲は、まだ歌を完全に覚えていない子

どももいることを想定しているので、両曲とも右手

は主旋律を弾きながら和音も弾いている。普段の簡

易伴奏ではほとんど使わないコード進行（4）を用い

て、イメージが膨らみやすいようにアレンジした。

伴奏する際には、弾き手も簡易伴奏時よりも気持ち

を込めて弾くようにした。《げんこつやまのたぬき

さん》は手遊びがあるが、手遊びをつけるとそれに

意識が向いてしまうため今回は省いた。
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《ぞうさん》

・簡易伴奏譜 [譜例 7]

・アレンジ譜（5）[譜例 8]

《げんこつやまのたぬきさん》

・簡易伴奏譜 [譜例 9]

・アレンジ譜 [譜例 10]

（3）アレンジを取り入れた実践

　千葉市内の私立幼稚園、A園・B園に実践の協力

を依頼した。A園はいろいろな楽器を使い、日頃

から合奏などをしている。B園は一日の活動で 5曲

以上歌を歌っているなど両園とも音楽に親しんでい

た。感じたこと、思ったことなどをなるべく自分の

言葉で答えてもらうため、年長児クラスを実践の対

象とした。この際、性別・人数などは一切問わない。

実践は以下の手順で行った。

表 1実践の流れ
時間経過 実践者 1の行動 実践者 2の行動 実践者 3の行動
00：00 歌唱指導の時間に

なったら、担任に紹
介してもらい自己紹
介をする。

1に同じ 1に同じ

00：03 最初に《ぞうさん》
を歌うことを告げ、
全員で歌う。

簡易伴奏をする。子どもの様子、
発言を記録する。

認知度を確認して、
もう一度全員で歌
う。

歌っているとき
の子どもの様子
もよく観察する。

00：06 子どもたちには「も
う 1回歌おうか」と
しか言わずにアレン
ジした伴奏で歌って
もらう。
歌い終わった後にピ
アノの違いに気付い
た子どもがいるか尋
ねる。その反応を見
つつ、もう一度全員
で歌う。

アレンジを加え
た伴奏をする。

00：10 感想を聞く。どちら
のほうが気に入った
か、情景が浮かんだ
か質問する。
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00：15 2曲目《げんこつや
まのたぬきさん》も
同様に行う。
手遊びは入れずに歌
うように伝える。
一通り終わったら、
最後の一回だけ手遊
び（ジャンケンも含
めて）も入れて歌う。

1曲目と同様。

00：25 子どもたちにお礼を
言って、実践終了。

1に同じ 1に同じ

　この実践では、幼児が「あれ？いつもと（さっき

と）違うな」と感じることができたら歌に対する興

味は失われにくいと仮定し、伴奏を変えたときの幼

児の反応に焦点をあてて検証した。

（4）結果と考察

①結果

　2園での結果は以下の通りである（6）。

表 2《ぞうさん》
Ａ園 Ｂ園

簡　

易　

伴　

奏

１回目 ・笑いながら元気に
歌っている。
・ふざけている子が何
人かいる。

・知らないと言った子
が３人→みんなと合
わせて歌う。
・全員真面目に歌う。

２回目 ・１回目よりもふざけ
る子が増える。

・１回目同様真面目に
歌う。
・声が小さくなる。

ア　

レ　

ン　

ジ

1回目 ・伴奏をよく聴き入る
女児が何人かいる。

・眠そうにしている子
がいる。
・「音楽が違う」
・「低い」

２回目 ・女児の多くが耳を澄
まして聴いている。

・ピアノを聴いている
子が多い。

質問に対す
る反応

・なめらか
・ぞうさんがゆっくり
歩いている感じ。

・遅かった（ゆっくり）。
・長かった。
・音が大きい。
・水浴びしている感じ。

全体の様子
として

・伴奏が変化に気付い
たのは全体の３分の
２くらいで、女児の
ほうが多い。

・伴奏が変わったこと
に半数が気付く。

表 3《げんこつやまのたぬきさん》
Ａ園 Ｂ園

簡
易
伴
奏

１回目 ・元気に歌う。
・飽きている子もいる。

・真面目に歌う。
・《ぞうさん》より元
気に歌う。

２回目 ・後ろにいる子はふざ
けてあまり歌ってい
ない。

・ふざけだす子がいる。
・手遊びしている子も
いる。

ア
レ
ン
ジ

１回目 ・ピアノのほうをじっ
と見つめる女児がい
る。
・とても元気よく歌う。

・前奏を聴いて「なん
だこの歌？」
・ピアノを見ている女
児が何人かいる。
・「音が大きくなった」
・「最初が変だった」
・「最初と最後が違う」

２回目 ・伴奏に気を遣ってい
る子はあまりいな
い。

・飽きている子が多い。

質問に対す
る反応

・なめらか
・おもしろかった。
・簡易伴奏のほうがよ
かった。
・ゆっくりだった。

・きれいな音がした。
・音楽が違う。
・遅かった。
・全部違う。

全体の様子
として

・質問に答えたのはほ
とんどが女児で、男
児は１名だけだっ
た。

・歌い慣れている子と
そうでない子が半々
だった。

　A園では 2曲とも全員知っていた。歌うことがと

ても楽しそうだった。伴奏が歌声にかき消されない

ように大きく弾くと、それに負けまいとして歌声が

大きくなった。「ピアノもちょっと聴きながら歌っ

てね」と言っても意識して歌うことは幼児には難し

いようだ。

②考察

　2曲ともほとんどの幼児が知っていて、すんなり

と実践に移ることができた。よく知っている歌を簡

易伴奏で 2回も歌って、少し飽きてきた時にアレン

ジを加えた伴奏を弾き始めると、飽き飽きしていた

子どもたちが途端に興味を示し始めた。戸惑った顔、

ピアノをずっと見つめる顔など実に様々な表情が表

れた。歌いながらピアノを聴くということは、幼児

にとって大変難しいことであったらしく、自分が
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歌っていた部分は、ほとんどどんな伴奏だったのか

わからなかったようだ。その代わりに「最初と最後

（前奏と後奏）が違う」（B園の反応）という意見が

あり、他の幼児も頷いていた。簡易伴奏とアレンジ

を加えた伴奏は、何かが違うと気付きつつも、それ

をうまく言葉にすることができなかった幼児もたく

さんいた。つまりアレンジを加えた伴奏を聴いて幼

児が様々なことを感じることができたので、幼児を

歌にもう一度惹きつけるために、このようなアレン

ジは有効であることがわかった。

5．幼児の歌唱指導における伴奏の役割と意義
（1）保育の現場におけるピアノの役割（7）

　ピアノは、1つの楽器としては最も多くの機能を

持った楽器といえる。他の多くの楽器が 1つのメロ

ディーだけを奏するのに比べ、メロディーもハーモ

ニーも奏することができ、強弱の幅、音域の幅とも

に大きく、また細かな音量の変化を表現することも

可能である（8）。

　これらの長所はピアノの持つ短所、例えば楽器自

体が大きく、重く、楽に移動できないこと。また厳

密に言うと、1オクターブに含まれる 12音を、平

均に調律することによる微妙な不協和音、打弦して

音を発することによる音の減衰などを補っている。

　教育の現場では伴奏としての役割が大きいが、そ

れは単に歌唱の伴奏をするという意味に留まらな

い。例えば子どもたちにメロディーを教えること、

すなわち音の高さやリズムを弾いて聞かせることに

よって指導することや、強弱の指示、速さの指示な

どの指導的な役割も重要である。また子どもの声に

低音部の音を加えて、音の広がりをつけることや、

和音を加えることで色彩を加えることも可能であ

る。

　前述の欠点にも拘らず、教育の現場でピアノが広

く用いられるのは、メロディーとハーモニーを同時

に弾けること、技術的熟練は必要であるが、口で歌

いながら、指導しながら演奏できること、音量の幅

が大きいことなどのピアノの特長が、音楽教育にお

いて必要とされる楽器の条件を、他の楽器以上に満

たしていると考えられる。

　子どもに歌を指導するときのピアノの弾き方は、

メロディーとリズムが正しければ、左手の伴奏は無

くてもいいように思われる。しかしメロディーもリ

ズムも正確であるといっても、それを聴きながら歌

う子どもたちが、正しい拍を感じながら、正しい音

の長さを保ちながら歌えるかということに疑問が生

じてくる。そこで正確な拍子感を与えるためには、

どうしても左手の伴奏がなければならないことにな

る。そして拍子感だけではなく、さらに要求される

条件として、ハーモニーの充実と旋律の流れを感じ

させることも忘れてはならない。以上の点から、

・できるだけ易しく

・リズム・ハーモニーの要求を満たし

・旋律の流れを損なわず

・しかも美しく

という伴奏が要求される。

（2）技量や幼児に合わせた伴奏

　弾き方の違いや伴奏譜の違いによって、同じ歌の

イメージがまるで変わってしまうことがある。伴奏

は、その歌のイメージを左右する大きな要素の一つ

である。その歌の持つ雰囲気を最も伝えるという点

では、作曲者のオリジナルの楽譜に適うものはない

が、保育者の演奏技術に応じて、簡易伴奏譜を用い

る必要も出てくる。しかし、たとえ簡易伴奏譜でも、

その歌の雰囲気をできるだけ伝えるものを探すこと

が大切である。また同時に、その歌を生かすような

伴奏の弾き方を心がけたい。例えばリズミカルで弾

んだ感じの歌では、伴奏もスタッカート気味に弾ん

で、なめらかな旋律では伴奏もスラーを付けなめら

かに弾くことが大切である。
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　伴奏譜には、歌の旋律を右手で弾く形のものと、

そうでないものがあるが、幼児が歌をまだよく覚え

ていない時には、右手に旋律がくる形の方が音を取

りやすい。

　伴奏が幼児の歌声をリードしているのは事実であ

るが、伴奏に幼児が合わせるのではなく、幼児の歌

声に伴奏が合わせるのが、その本来の役目であるこ

とを心に留めておきたい。

（3）伴奏の意義と役割

　幼児は音程が定まりにくい。曲には与えられた一

定の調子があり、これを正しい音程で表現すること

は極めて大切なことである。伴奏により、幼児の歌

声を正しい音程表現へと導くことができる。さらに

伴奏は、正しい拍子やリズム表現、曲想に合った速

度や強弱表現への支えとなり、音楽的な雰囲気（和

声的な安定効果、描写的な背景効果、その他の美的

な感興効果など）を一層高めてくれる。

　伴奏の最も重要な役割とは、歌唱音を補い助けて

音楽的な背景効果をあげることである。そのために

は伴奏の弾き方にも注意しなければならない。歌唱

音を浮き出させるように、やや控えめに弾くことが

肝心である。そして曲想を十分に捉えて、全体的な

まとまりに注意して弾く。伴奏の音型にあるいろい

ろな効果（例えば劇的効果・色彩的効果など）が生

きるように工夫して弾くことも望まれる。さらにリ

ズムや速度、強弱その他細かい発想、ペダリングや

フレージングにまで意識が向くようにすることが、

歌いやすい伴奏に仕上がるのである。

6．結び
　保育現場では、弾き歌いをしながら子どもたちの

様子も見なければならない。ピアノがかなり弾ける

人であっても、実際それは大変難しいことである。

ピアノなしでは音程やテンポが狂いやすい子どもた

ちにとって、ピアノは歌をリードしてくれる大切な

楽器なのである。したがって最低でも簡易伴奏譜で

の伴奏があれば、子どもたちは楽しく歌うことがで

きるだろう。もしメロディー譜しかないとしても、

曲のテンポや曲想、調子に一切構わず、どんな曲も

全てバイエルに多く出てきたドソミソの伴奏で演奏

してしまう「ドミソ先生」にだけはならないように

注意しなければならない。さらに同じ和音を続ける

と、曲に変化がなく退屈さを感じさせてしまう。特

に子どもたちと触れ合う中で、音楽的感性を高める

ことも保育者の責任として大切なので、メロディー

に対して変化のある和音設定をすることは重要であ

る。

　子どもは、いつでも新しいものを求めていて、あ

る程度歌えるようになったら、どうしても飽きてき

てしまう。まだ歌詞も覚えられず、保育者と共に一

生懸命に歌っている子が隣にいたとしても飽きてし

まったら、ただ注意を喚起しただけでは、その子の

意識を歌に戻すことは難しい。歌唱指導は、ほとん

どが一斉指導であるため、歌えるようになったから

といって別の遊びを始めるわけにはいかない。両極

端な子どもたちを、ピアノという楽器（それ以外も

あるが）を使って、いかにうまくまとめ、子どもの

興味を引き付けられるかが保育者の腕の見せ所であ

る。

　伴奏は歌う人が主役であり、相手が演奏（動作）

しやすいことが第一条件である。望ましい演奏とは

以下のようなものである。

①お遊戯やダンスなどが踊りやすい、リズミカルな

演奏

②歌い手が歌いやすい、楽器などの演奏者が演奏し

やすい演奏

③どんな曲にも伴奏が付けられる

④声域に合わせて移調奏できる

⑤感情表現力（喜怒哀楽や自然現象の表現）

これらを踏まえたうえで、簡易伴奏譜をアレンジす
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るとよいのではないだろうか。

　最も簡単なアレンジは、伴奏形を変える、移調す

る、テンポを変えることだろう。コードを多少なり

とも覚えておくとアレンジする際、大変役立つ。最

近の簡易伴奏譜には、メロディーの上にコードネー

ムも書いてあるものがほとんどで、保育者にとって

伴奏しやすくなっている。難しいコードネーム理論

を覚えていなくても何曲か弾いて、そのコードネー

ムを見比べてみれば、大体の見当がつくだろう。つ

まり、その和音自体がコードネームなのである。こ

れを何度か繰り返していくうちに、おのずとコード

ネームが身に付いていく。これを応用すればアレン

ジは、簡単にできるのである。

　コード伴奏の最大のメリットは、伴奏譜自体を固

定化することなしに、各自の演奏レベルに応じて伴

奏付けを行える点にある。保育者自身の演奏技術が

向上するのに伴い、伴奏を徐々に高度なものに作り

替えていくことが可能となるのである。その結果、

保育者自身は各自の演奏レベルに応じた余裕を持っ

た演奏が可能となり、同時に必死になって楽譜にし

がみつくことなしに、子どもと一緒に音楽的な一時

を共有することが可能となる。この時、曲を中断す

ることなく弾くことを第一の目的とした場合、初心

者は機械的作業による不自然な流れの伴奏を作るこ

とが多い。しかしコードの知識や演奏技術が向上す

るにつれ、より自然な流れの伴奏を作ることができ

るようになる。つまりコードを用いた伴奏法は、以

下の点で有効である。

①音楽的知識や技術の有無に左右されない。

②各自の演奏レベルに応じて学習ができる。

③演奏技術の向上に伴い、徐々に高度なものに作り

替えていくことができる。

　これらがアレンジの幅として広がっていき、誰も

が楽しめる伴奏を作り出す手助けをしてくれる。

　テレビから流れてくる音楽が手本になることもあ

るだろう。何気なく耳にしたそのアレンジが一風変

わっていて「これで歌わせたい」と思ったとき、伴

奏のレパートリーが増えていき、完全には真似でき

なくても「こんな感じだった」と思い出しながら探

り弾きすることも少しずつ出来るようになる。

　他の伴奏を聞いて「これもいいな」と思ったら、

すぐに教えてもらうとよい。教育に携わる人たちの

ほうが、市販の伴奏譜を作った人たちよりも教育現

場という実態をよく知っているのだから、無理のな

い伴奏・アレンジをしているはずである。そして基

本的なことではあるが、メロディーはしっかり教え

ることが重要である。メロディーの音を間違えて子

どもに歌を指導してしまったら、その指導をされた

子どもは間違えた音のメロディーを覚えてしまい、

他のクラスの子どもたちと一緒に歌って音がずれて

いても何も感じないし、他のクラスの子どもに注意

されても、いつまでもそのままだろう。それと同時

にリズムも大切である。1度間違えて覚えた曲のリ

ズムが正しく刻めるようになるまで長い時間かかっ

たということもある。子どもたちの有意義な時間を

無駄にしないよう、常に一生懸命に子どもたちに接

していかなければならない。

　子どもの持っている豊かな感性に影響を与える幼

児教育者は、子どもの感性に少しでも応えられるよ

うに自らを磨く必要がある。楽しい曲は楽しく、弾

んだ曲は弾んで、静かな曲は静かにと曲の特徴をよ

く捉え、子どもたちが楽しく歌ったり遊んだり出来

るように心掛けなければならない。そして一つ一つ

の音を丁寧に、心を込めて伴奏する努力をすること

が重要である。
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